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である（4）。歴史家ではないわれわれの立場からすれば、このことは次のように

換言する方が適切だろう。すなわち歴史と言っても、そこには〈自己存在〉と

切り離された一般的な歴史の概念とは別に、〈存在の連なり〉のもとで掌握され

た“意味のある歴史”、“生きた歴史”というものが想定できる、というように

である（5）。

いずれにしても、改めて本章の目的を述べれば次のようになる。すなわちこ

こで試みたいのは、これまで論じてきた〈自己完結社会〉の成立過程を、こう

した“意味の地平”に引きもどし、「生きた地平」のもとで再び説明を試みてい

くことである。この場合、われわれを過去と結びつけるのは、何よりこの“列

島”という「場の連続性」、そしてこの列島に生き、死でいったものたちの

「〈生〉の連続性」となるだろう（6）。冒頭で示したように、本章が注目したいの

は、われわれが生きるこの現代社会に対して直接的な意味を持つ150年あまりの

期間であり、とりわけそこで〈生活世界〉の構造転換
 0 0 0 0 0 0 0 0 0

がいかなる形で生じたの

かということである。本章ではこの150年あまりを、便宜的に「第一期」から

「第五期」までに区分し（表６）、それぞれの時代の外観、思想史的な文脈、そ

して〈生活世界〉の実態について順番に見ていくことにしよう。

もっともここでの時代の描写は、見るものによっては表面的、一面的なもの

として映ることがあるかもしれない。歴史学や社会科学としてではなく、〈思
0

表６　本章における「第一期」から「第五期」までの時代区分と時代の特徴

期間の概要 およその期間 時代の象徴

第一期 近代国家日本の成立から敗戦
まで 1868年～1945年 重厚な〈生活世界〉と

〈社会的装置〉の萌芽

第二期 戦後復興から高度経済成長期
まで 1945年～1970年 構造転換の過渡期と

〈旅人〉の時代

第三期 高度消費社会の隆盛からバブ
ル崩壊まで 1970年～1995年 〈郊外〉の成立と

〈旅人〉の定住化

第四期 情報化とグローバル化の進展
まで 1995年～2010年 「情報世界」の台頭と

〈漂流人〉の出現

第五期 いまわれわれが立っている地
点 2010年～ 〈自己完結社会〉の成立
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